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八ツ場ダムの完成で、これから危惧されること

１ 吾妻渓谷の変貌

２ 富栄養化による八ツ場ダム湖の水質悪化

３ ダム湖上流端の河床上昇が引き起こす問題

４ ダム湖周辺で地すべり発生の危険性

５ 川原湯温泉街の今後

八ツ場あしたの会 嶋津暉之



ダム工事
で喪失

1 吾妻渓谷の変貌

（東吾妻町観光協会の資料より） 2



吾妻渓谷
（鹿飛橋を上流から撮影）

吾妻渓谷の魅力は
岩肌がきれいな
奇岩怪岩にある。

残された吾妻渓谷も今後、
様相が大きく変わってしま
う。
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約1.3㎞

（1968年竣工）

下久保ダム下流の三波石峡（群馬県藤岡市）
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現在の三波石峡（2013年5月30日撮影）
岩肌をコケが覆い、草木が生い茂っている。
観光客の激減で散策路は草が生い茂り、歩くことも困難になっている。
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２ 富栄養化による八ツ場ダム湖の水質悪化
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八ツ場ダム湖は富栄養化による水質悪化が進むことは必至
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八ツ場ダム完成後の景観イメージ

群馬大学社会情報学部 戸叶知美さんの卒業研究論文より(石川真一研究室）

① 夏期には水位が満
水位から２８ｍ以上も低
下 （最大で４７ｍ）

② 浮遊性藻類（植物プ
ランクトン）の異常増殖
で水質がひどく悪化



ダム湖畔の川原湯温泉とバンジージャンプ台 2019年11月19日 （撮影 渡辺洋子）
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八ツ場ダムの土砂堆積の予測 50年で夏期利水容量が半減

３ ダム湖上流端の河床上昇が引き起こす問題

〔注〕近傍ダムの
実績：品木ダムの
堆砂実績（中和生
成物による分を除
く）



（リザバー2007.12
末次忠司ほか「堆砂
特性と測量調査」）

実際には堆砂は貯水池上流側の浅い方にも堆積していくの
で、ダムの機能低下はもっと早く進行する。

ダム湖上流側の堆砂の進行は、流入する吾妻川の河床を
上昇させ、ダム湖の上流端に位置する長野原町中心部で
氾濫が起きる危険性を生じさせる。

実際の堆砂の進み方
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ダム湖上流端（長野原草津口駅前）の堆砂 2019年11月12日 （撮影 渡辺洋子）
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台風19号で八ツ場ダム湖の上流端の河床が早くも上昇
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八ツ場ダム貯水池予定地の周辺

地質が脆弱であるところが多い

４ ダム湖周辺で地すべり発生の危険性
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大滝ダム（国交省） （奈良県）

試験湛水中に地すべりが発生

地すべり対策 工期延長 2003年度→2012年度 9年延期

工事費 308億円
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荒川の二瀬ダム（国交省）
1961年完成後、地すべりがずっと続いている。
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地区名 地すべり対策の工法 対策工事費

二社平（川原畑） 押さえ盛土工、捨石工 0.87億円

勝沼（林） 押さえ盛土工、捨石工 1.00億円

小倉（横壁）
鋼管杭・排土工・押さえ盛土

（H21迄に実施済）
3.95億円

5.8億円計

2010年までの地すべり対策は、
わずか約6億円（4億円は実施済み）で、
3地区のみ（新規は2地区）であった。

裁判等で地すべりの危険性、代替地の安全性の問題を
訴えてきたことにより、2011年の八ツ場ダムの検証で約
140億円かけて11地区で地すべり対策、5地区の代替地
で安全対策を実施することになったのだが、・・・・・

八ツ場ダム貯水域の地すべり対策



17「八ツ場ダム建設事業報告」 国土交通省関東地方整備局 平成28年8月12日）

× 費用削減のため、
地すべり対策を不要
とした地区

八ッ場水没地周辺の地すべり対策の後退

×

×

×

×

×



盛 土

切 土

３２メートル

３２メートル

３６メートル
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川原湯地区の打越代替地

超高盛土の埋め立てであるので、安全性の問題が懸念される。

(西田穣氏の作成）
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八ツ場ダム代替地の安全対策の後退 簡易な工法（押さ
え盛土工法等）
に変更

× 費用削減のため、
地すべり対策を不要
とした地区

×

×
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費用削減のため、地すべり対策と代替地安全対策の対象
を大幅に減らし、工法を簡易なものに変更している。

さらに、地すべり対策を講じる
地区も専門家は十分な対策で
あるかどうか、疑問視している。

八ッ場ダムはダム完成後、貯水位の上下の繰り
返しにより、深刻な地すべりが起きる危険性をは
らんでいる。
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☆ダム湖観光の前途

★観光シーズンの水位低下（28メートル以上）

★水質の悪化

☆美しい吾妻渓谷の喪失

☆移転して営業している旅館は５軒

・かつての温泉街は再建されなかった。

・配湯施設の維持費用を負担できるのか？

☆代替地の安全性への不安

５ 川原湯温泉街の今後
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人口急減の理由

○ 代替地造成の遅れ（当初の約束は１９９７年）

○ 代替地の高額分譲価格

川原湯

川原畑

全戸水没地区の人口減少

〔注〕2016年までは
10月1日、2017年
からは1月末の人
口を示す。
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川原湯温泉の旅館数

1975年 １７軒

1977年 １９軒

1980年 １８軒

2001年（補償基準の調印）

2002年 １４軒

2005年（代替地分譲基準の調印）

2006年 １１軒

現在 ５軒（旅館４軒、民宿１軒）

（山木館、丸木屋、やまた旅館、ゆうあい旅館、山水）

かつての最盛期は約２０軒



長野原町第一小学校の生徒数の推移

2019年度の生徒数は17人、入学者はゼロ 24

八ツ場ダム建設で立ち退いた小学校 ２１年廃校に

(朝日新聞群馬版2019年11月1日) 

廃校となるのは町立第一小（児童数１７人）。２１年４月に、西に５キロほど

離れた町立中央小（７９人）に統合される。

（写真）ダム湖を望む高台に
位置する町立第一小学校


